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聖霊降臨節第 15 主日礼拝 説教 「灯を高く掲げよ」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 9 月 6 日  

出エジプト記 13 章 17～22 節 ヨハネによる福音書 8 章 12～20 節 

日本キリスト教団の行事暦に定められ
ているわけではありませんが、9 月第一
主日を振起日と呼び、礼拝を献げる教会
があります。その始まりは、アメリカの
教会学校の活動に遡るもので、また、そ
れを始めた理由は、夏休みを思い思いに
過ごした子どもたちを再び教会に招くた
めでありました。それゆえ、英語では、
homecoming sunday,または、rally day
などと呼んでいるそうです。ですから、
その意味合いは、招くことに加えて、信
仰を奮い起こし、心機一転、信仰の日々
を歩もうということでもあるのでしょう。
ただ、これからクリスマスにかけての数
ヶ月を思えば、そのような呼びかけは、
子どもたちだけに限ったことではありま
せん。多くの人々を迎え入れるこれから
の数ヶ月間は、私たちに新たな出会いを
約束するものであり、それゆえ、私たち
大人も、心を奮い起こし、あるいは、奮
い立たせ、伝道の秋に備える必要がある
のでしょう。 

しかし、伝道とは、そのように自らを
叱咤激励し、あるいは、鼓舞してなされ
るものなのでしょうか。もちろん、だか
ら寝ていていいということではありませ
んが、ただ、この日の御言葉に聞いてい
くなら、クリスマスまでのこれからの歩
みは、もう少し緩やかなもののように思
えるのです。なぜなら、神様を知り、イ
エス様を知ることは、私たちと生涯を共
にしてくださる方が神様であり、イエス
様である、このことを知ることであるか
らです。ですから、そうである以上、知
っているとか知らないとか、あるいは、
知らなければならない、知るべきだとか、
そういう肩に力が入ったものではないと
思います。一緒にいれば、必ず知らされ
る、つまり、私たちの信仰の歩みとは、
そういう、いい意味での脱力系であると
いうことです。ですから、この日の御言
葉にある、私たちが好んで使う「雲の柱、
火の柱」のモチーフは、まさに私たちの
そのような信仰を言い表していると言え
るのでしょうし、また、冒頭の「私は世
の光である。私に従う者は暗闇の中を歩
かず、命の光を持つ」というイエス様の
言葉も、まさにそういうイエス様と共に

ある私たち自身の経験が語られているよ
うにも思うのです。 

従って、伝道とはつまり、そういう私
たちの姿を内側から人に見てもらい、ま
た知ってもらうことであり、不必要に自
分の考えを押しつけることでもなく、ま
た、必要以上に相手に合わせすぎるもの
でもないということです。自分というも
のが先に出過ぎるのではなく、一歩下が
ったところで神様とイエス様に前に立っ
ていただき、そこで素のままの私たちを
見てもらう、そこから始まっていくもの
だ と い う こ と で す 。 で す か ら 、
hospitality、いわゆる、「お・も・
て・な・し」と言われていることが、教
会の日常から出て来たというのは肯けま
す。ただし、もてなすだけで神への奉仕
の視点を欠いたところに、信仰が芽生え
ることもありません。礼拝が私たちに向
けられた神様の奉仕の業であるように、
神様の息づかいを間近に感じられるとこ
ろでしか、信仰が実を結ぶこともないか
らです。ですから、そのためにも私たち
は、自分がどこに立ち、どこに生きてい
るかを見失ってはなりません。軸足が定
まった、地に足着いた信仰が私たちに求
められるのはそのためであり、それは、
いかなる信仰もそうだと思いますが、信
仰とはその人の生き方そのものでもある
わけですから、浮き足立ち、軸足も定ま
らないものを人が信仰と呼ぶことはない
からです。 

従って、今日のみ言葉に聞いていくな
ら、振起日とはつまり、私たちがその生
涯を過ごす教会へと立ち帰り、自分自身
を振り返り、見つめ直す日、軸足を置く
場所はここだということを確かめる日、
そして、クリスマスに向かうこれからの
歩みは、この前提に基づいてなされるべ
きもの、そういうものだということです。
ただ、それは私たちにとっては当たり前
のことであり、それゆえ、敢えて言葉に
する必要もないのでしょう。しかし、敢
えてそれを言葉にして確かめる必要があ
るのはどうしてなのか、それは、私たち
が忘れっぽいからです。そのため、忘れ
っぽい人には、緊張感をもって、覚えて
もらう必要があるのでしょうが、しかし、
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忘れっぽい人にどうし忘れてばかりいる
んだと、力を込めて語ったところで、忘
れっぽい人が突然人が変わったようにな
ることもありません。大切なことは、そ
の人を自分色に染め上げることではなく、
伝え続けることです。そして、それがそ
の人と一緒にいるということでもあるか
らです。そして、主イエスがここで私た
ちに何かを語るのは、主イエスご自身が
まさにそれを実践しているからでもあり
ますが、忘れっぽい人に私たちが大切な
何かを伝え続けなければならないのは、
主と共に歩む私たちのそうした暮らしぶ
りが、今日の御言葉を見ても明らかなよ
うに、穏やかさを基調としているわけで
はないからです。 

出エジプト記に記されているように、
そこには戦いがあり、試練があります。
そして、この歩みの中にいるのは、今を
共にする人々だけではなく、召された者、
つまり、私たちの先祖たちも含まれてい
ます。このように、信仰とは、今生きて
いる者の価値観だけが幅を利かせるもの
ではなく、そういう意味で、保守的なも
のなのです。しかし、その一方で、御言
葉が明らかにすることは、昔の言い伝え
に過ぎないものを金科玉条のごとく崇め
立てるものでもないということです。無
理矢理信じ込ませて、体裁だけを整えさ
えすればそれでいいということではなく、
出エジプトの出来事、バビロン捕囚、そ
して、主イエスの出来事と、私たちにと
っての大切な出来事がそれまでの経験を
はるかに凌ぐ未経験な出来事であるよう
に、新しさに直面し、穏やかならぬ心境
を経験すればこそ、そこでまた新たにさ
れていくのが私たちの信仰の歩みでもあ
るのです。そして、この歩みを忘れっぽ
い人とも、すでに召された人々とも、一
緒に続けるのが私たちなのですが、それ
だけにまた大変であるということです。
ただ、創世記を読んで思うことは、御言
葉が語らんとしている家族とは、そもそ
ものところでそういうものだということ
ですし、そして、それは私たちの足下を
見てもそういうことだと思うのです。 

幼稚園が再開し、十日余りが経ちまし
たが、休み明けにお母さんたちがいつも
口にすることは、休み中の大変さと再開
したことの喜びです。けれども、子育て
の大変さを口々に語りながらも、お母さ
んたちは本当に楽しそうですし、嬉しそ
うなのです。そして、お母さん方が朝の

短い時間にそんな話を私にしてくれるの
は、園長はじめ、職員たちが本当にいい
働きをしてくれているからです。つまり、
朝だけの私のような者に調子よく話を合
わせてくれているのは、職員たちが親た
ちからも子どもたちからも信頼されてい
るからであり、この基本的なことが親御
さんたちの中でしっかりと収まっている
からです。それこそ、お母さん方が笑い
ながら愚痴や文句、その他のネガティブ
な感情を素直に現すことができるのは、
職員を介して幼稚園、教会との関係性に
本当に心から安心することができている
からで、つまり、この信頼を得るため、
私たちの目に見えないところで努力し、
頑張ってくれているのが幼稚園の職員た
ちであるということです。 

このことはつまり、職員も、子どもも
そのご家族も、私たちにとっては単なる
隣人ではなく、神の家族の一員であると
いうことです。兄弟姉妹の一人であり、
神の国での再会を祈り願う、大切な家族
の一人一人であるということです。そし
て、それは、ここで主イエスが「私は誰
も裁かない」と仰っていることからもそ
う理解することができます。少なくとも
私たちの下に主イエスが送り出される
人々が、蚊帳の外に置かれることはない
からです。従って、牧師にとって彼ら彼
女らはお客さんではなく、牧会の対象で
あり、皆さん一人一人と同じ距離感をも
って接すべき人たちであるということで
す。ですから、私たちが間違ってもして
はならないことは、彼ら彼女たちのこと
を自分たちが考え、また願う目的達成の
ための手段とはしないということです。
私たちがこうして「家族」と神様とイエ
ス様から言われている以上、そこに集う
全員が、喜び、祈り、感謝する日々を互
いに過ごせるよう、それゆえにまた互い
に努めなければならないのです。そして、
それが私たちに求められるのは、それが
私たちの目指すところでもあるからです。
ただし、それだけにまた大変なことも多
くなってくるということです。 

ですから、そうである以上、現実に目
を曇らせ、あるいは、理想に目を眩ませ、
判断停止の状況に陥ることだけは避けな
ければなりません。15 節、16 節で主イ
エスが用いている｢裁き｣とあるこの言葉
が｢分ける、判断する｣という意味で用い
られるように、「肉に従って」ではなく、
イエス様と同じ視点から物事を判断した
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いと思うのです。そして、そのために私
たちに求められていることが、聖書の御
言葉と教会の伝統に則して適切に判断し、
その都度、適正に対処するということで
す。それは、私たちが願う、喜び、祈り、
感謝の日々がそこに約束されているから
でもありますが、ただし、私たちがそう
するのは、変化をもたらす新しい出来事
に不必要に恐れおののくからではありま
せん。神様とイエス様に過剰な期待を寄
せるのでもなく、その反対に、期待に反
したからといって不信感、嫌悪感を募ら
せるのでもなく、主と共にこの変わらぬ
日常を歩み続けるのが私たちだからです。 

ただ、今日の御言葉にもあるように、
そのことを家族として受け継いでいるの
が私たちでもあるのです。このことはつ
まり、教会という枠組みの中で常に物事
を考え、行動することが私たちには求め
られているということです。けれども、
そこで共有されるべき事柄は、すべての
者にとって同じように経験されているわ
けではありません。すでに経験した者と、
そうでない者とが私たちの中にいるわけ
で、さらには、その中でも、忘れっぽい
人とそうでない人とがいるわけです。こ
のように、個人的レベルにおいては、す
べてが皆同じではなく、つまり、この同
じではないというところから生じる様々
な問題と向き合い、その対処を求められ
ているのが私たちであるということです。 

例えば、戦争についてはどうでしょう。
私たちの多くにとって戦争は未経験なこ
とであり、それゆえ、万が一、そのよう
な新たな事態に直面したら、私たちの多
くは、この新たな事態に困惑することで
しょう。けれども、その一方で信仰者と
してそのことへの適切な対処を求められ
もするのです。ですから、経験者はその
ために適切に何かを伝えなければなりま
せん。また、卑近な例を挙げれば、学校
の受験などは、大人にとっては通り過ぎ
たものであっても、子どもたちにとって
は、新しい試練の時でもあるのです。さ
らに言えば、振起日のこの日、一昨日あ
たりからメディアでも繰り返し取り上げ
られていることは災害の危険性の高まり
です。ただ、今回のスーパー台風と呼ば
れているものは、関東地方を直撃するこ
とがないために、私たちはこうして礼拝
を共に献げることが許されているわけで
す。しかし、九州、沖縄地方の方々は、
恐らくそれどころではないのでしょう。

ただ、私たちがかつて繰り返し耳にして
きたことは、槍が降ろうが何が降ろうが
礼拝は休むものではないということでし
た。しかし、本当に槍が降るような事態
に直面したとして、玉砕覚悟で軍刀を振
り上げ突進することが果たして私たちに
求められていることなのでしょうか。特
に、何十年に一度、何百年に一度と言わ
れる未曾有の災害が度々繰り返されてい
る昨今、過去の成功体験に根ざすだけで
は、難局を乗り越えることは難しいこと
でもあるのでしょう。このように、日々、
共に生きる中で様々問われているのが私
たちでもありますが、その中で私たちが
何を伝え、また、何をなせばいいのでし
ょうか。 

そういう意味で、18 節の｢私は自分に
ついて証しをしており、｣私をお遣わし
になった父も私について証しをしてくだ
さる」との主イエスのお言葉にもあるよ
うに、私たちは語るべき言葉を持たなけ
ればなりません。ただし、そこで私たち
が持つべきものは、信仰の正統性、その
優位性だけを主張することではありませ
ん。私たちにとっての「証し」とは、神
様の愛を現すことであり、つまりは、主
イエス･キリストに倣い、主の御心を現
す以外の何ものでもないということです。
そして、この愛というものですが、それ
は、私たちを信仰という枠組み、家族と
いう枠組みに縛り上げるための耳障りの
いい言葉ではありません。徹頭徹尾、御
心のままに従ったのが人の子となられた、
私たちの主イエス･キリストあるように、
私たちの信仰も、また、そこで現され、
証しされる神様の愛も、それが単なるお
飾り、スローガンではないように、その
ような厳しさの中にあって初めて大きな
意味を持つことになるのです。しかし、
それを私たちが厳しいと感じてしまうの
は、御心が求めるものに対して、完全に
応え得ないことを私たちが知っているか
らです。それゆえ、私たちが導き出すあ
らゆる信仰的決断、判断といったものは、
常に不十分で不完全なものだと言えるの
でしょう。ですから、私たちが忘れっぽ
いのは、それゆえのことだと思います。
つまり、無意識のうちにそれを避けてい
るということです。ただ、私たちの多く
は、そのことの恥ずかしさについてはよ
く弁えているように思います。それゆえ、
私たちにこうして与えられている信仰は、
恥を知るがゆえに、恥知らずなものにな
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ることはない、そういうことでもあるの
でしょう。 

しかし、恥を知りつつ、しかも、恥の
上に恥を塗り重ねつつも、それでもなお
かつ歩み続けるということは、私たちの
自信を削ぎ、また、削がれるがゆえに神
様への不信感を募らせるものでもあるの
でしょう。それゆえ、それを続けること
はとても苦しいことです。しかも、自分
でもできないことを人に対し言葉にして
いかねばならないとしたら、その苦しさ
はなおのことです。ですから、そこに喜
びを見出すことができる者は、よほどの
厚顔無恥か、あるいは、相当に胆力のあ
る者か、いずれにしても、並外れた力を
もっている者だけということにもなるの
でしょう。それゆえ、多くの者は、そう
いう自分自身に躓くか、あるいは、神様、
イエス様を信じることに躓くか、いずれ
にせよ、救いを求めながらも、救われな
い状況に自分自身を追いやることにもな
るのでしょう。けれども、この苦しさを
味合わないですませる方法が一つありま
す。それは、不都合な事実、不都合と思
える事実にすべて目をつぶることです。
そして、それが、ここで主イエスへの不
信感をあらわにしているファリサイ派の
人々でもあるのでしょう。ですから、そ
ういう彼らの言動はそれゆえの恥ずかし
さを知らないと言えるのでしょう。けれ
ども、彼らの語るところは、恥を知らぬ
がゆえにまた力強く、それゆえ、ある種
の説得力を持つことにもなるのでしょう。
彼らの主張に耳を傾けることは、少なく
とも、神様とイエス様を信じることでは
しごを外されることはないからです。し
かし、そこで御言葉が求めることは、私
たちにそのはしごを登ることです。信じ
ること、愛することの真実は、はしごを
登ればこそ、そこで初めて見える景色で
あり、私たちに与えられた言葉は、すべ
てそこで与えられるものだからです。 

ですから、言葉を持つということは、
私たちにとってそれは、イエス様が登っ
たはしごを登るということです。ただ、
そこで私たちは、それが途中で折れやし
ないか、自分が落ちやしないかと、気に
かかり、なかなかその一歩を踏み出すこ
とができないのです。そのため、肉に従
い、肉にひきづられ、大丈夫だと仰るイ
エス様の言葉ではなく、自分を納得させ
てくれる、自分の言い訳を聞いてくれる
ものに心なびかせることにもなるのです。

そのため、堂々巡りを繰り返すことにも
なるのですが、ですから、ここでイエス
様が、私が、私がと循環論法に落ちいて
いるかに見えるのは、そういう私たちに
付き合ってくれているからでもあるので
しょう。つまり、私たちより一足早くは
しごを登ってくださっているのが私たち
の主イエス様であるということです。 

それゆえ、先にはしごを登っているの
がイエス様でもあるわけですから、はし
ごに手をかけて、私たちは一歩を踏み出
さなければなりません。ただし、それは、
私たちの期待を裏切らないということで
はありません。一段上がるということは、
自分が見えなかった部分が見えてくると
いうことでもあるからです。けれども、
だからこそそこで私たちは忘れてはなり
ません。そこで見えるものは、自分が見
たいから、見たくないから見えているも
のではなく、それもまた主イエスが見て
いる景色であるということです。ですか
ら、もし私たちの信仰が揺るぎないもの
であるとしたら、それは、主イエスと見
ているものが一致しているからです。そ
のためにまた、主イエスは、はしごを登
ることを私たちに求めるのです。ですか
ら、冒頭の「私は世の光である。私に従
う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持
つ」という主イエスの言葉は、私たちに
主イエスの見つめる景色を見て欲しいと
の思いからのものです。それゆえ、｢命
の光を持つ｣ということは、高邁な、一
分の隙もない理屈を作り上げることでは
ありません。自分がどこにいるかと職員
たちに訪ねられたとき、幼稚園の子ども
たちが、「ここです、ここです、ここに
います」と大声で応えるように、私たち
に求められていることはそれと同じです。
「ここです、ここです、ここにいます」
と、神様の問いかけに対して、大きな声
で応えることであり、つまり、そこで与
えられるものがその都度私たちの語るべ
き言葉だということです。イエス様と共
に神様の御心に素直に応えることのでき
る私たちでありたちと思います。 

天のお父様 

あなたの御名を崇めます。あなたの声
に素直に声を出し、応える私たちとさせ
てください。主の御名によって祈ります。
アーメン。 


